
＜回答者内訳＞

人数 割合% 人数 割合% 人数 割合%

２０代 34 45.3 ２０代 1 20.0 ２０代 35 43.8

３０代 18 24.0 ３０代 0 0.0 ３０代 18 22.5

４０代 11 14.7 ４０代 0 0.0 ４０代 11 13.8

５０代 9 12.0 ５０代 2 40.0 ５０代 11 13.8

６０代 3 4.0 ６０代 2 40.0 ６０代 5 6.3

全体 75 100.0 全体 5 100.0 全体 80 100.0

＜回収率＞

問１ あなたは北広島市で「子どもの権利条例」を作ろうとしていることを知っていますか。

人数 人数 割合%

①知っている 34 42.5

②知らない 43 53.8

未記入 3 3.8

全体 80 100.0

問2　子どもの生命が守られ安心して暮らしていると思いますか。

人数 人数 割合%

①思う 50 62.5

②思わない 13 16.3

③わからない 13 16.3

未記入 4 5.0

全体 80 100.0

問3　子どもが自分自身を好きだと思っていると思いますか。

人数 人数 割合%

①思っている 54 67.5

②思っていない 1 1.3

③わからない 22 27.5

未記入 3 3.8

全体 80 100.0

女　　性 男　　性 合　　計

幼児・親部会アンケート（教諭・保育士・職員用）　集計票

配布数 回収数 回収率

87 80 92.0%

未記入, 4

①思う, 50

③わからな
い, 13

②思わな
い, 13

②知らない,
43

未記入, 3
①知ってい
る, 34

②思ってい
ない, 1

③わからな
い, 22

①思ってい
る, 54

未記入, 3



問4　子どもには将来の夢やなりたい職業があると思いますか。

人数 人数 割合%

①ある 61 76.3

②ない 0 0.0

③わからない 15 18.8

未記入 4 5.0

全体 80 100.0

問5　子どもの意見が大切にされていると思いますか。

人数 人数 割合%

①されている 40 50.0

②されていない 14 17.5

③わからない 20 25.0

未記入 6 7.5

全体 80 100.0

問6　もっと子どもの意見を聞いたほうがいいと思うことはありますか。

人数 人数 割合%

①ある 63 78.8

②ない 10 12.5

未記入 7 8.8

全体 80 100.0

問7　子どもにもっと休息やゆっくりする時間が必要だと思いますか。

人数 人数 割合%

①思う 64 80.0

②思わない 5 6.3

③わからない 7 8.8

未記入 4 5.0

全体 80 100.0

未記入, 4

①ある, 61

③わからな
い, 15

②ない, 0

②されてい
ない, 14

③わからな
い, 20 ①されてい

る, 40

未記入, 6

①ある, 63

未記入, 7

②ない, 10

②思わな
い, 5

③わからな
い, 7

①思う, 64

未記入, 4



問８　子どもにとって安心できる場所はどこだと思いますか。

意見数

家庭 24

家 2

自分の家 2

その子どもの家庭 1

ほとんどの子どもは家だと思う 1

一番：家、二番：親戚のおうち、三番：保育園 1

一番は家庭、でも虐待などがあれば必ずしも家庭が第一ではないかと思う。 1

一番は家庭。虐待などもあるので、第一ではない場合もある。 1

一番は家庭ではないか 1

家、保育園 1

家、幼稚園（中には心から安心できる環境にいない子もいる） 1

家や園など、子どもが信頼できる人たちがいる場所 1

家族 1

家族、家庭 1

家庭、家族 1

家庭、通い慣れた自分の幼稚園、保育園 1

家庭、父親、母親と一緒にいる空間 1

家庭、幼稚園 1

家庭がそのような場所であれば良いのだが親の都合で振り回されている子どももいると思う。 1

家庭が一番望ましいが無理なときは保育園なども変わるものだと思う。 1

家庭で、母親や家族とすごす場所 1

家庭であってほしいが、そうではない子もいると思います。 1

家庭であってほしいです。 1

家庭であってほしいと思います。 1

家庭であってほしいと思う。 1

家庭であるべきだと思う。（減ってきているが） 1

家庭で過ごしている時 1

家庭と保育園 1

家庭または学校教育現場など子どもが自己の目的にむかって努力し学んでいけるところだと思います。 1

家庭や学校、保育園等であってほしいと思います。 1

家庭や保育園など集団の場 1

家庭や幼稚園 1

各家庭、日常過ごしている園 1

個々により差はあると思いますが、家庭内、特に母親とともに過ごすときだと思います。 1

子どもが信頼している人のところ 1

自宅（両親のもと） 1

自分の気持ちを聞いてくれ、励ましてくれるところ。（様々な家族構成、形態があるが家庭の中にあってほしい） 1

信頼できる人と一緒にいられて、自分のために十分な時間と手間が喜んでかけてもらえる場所（家庭がそうあるべ
きでは？）

1

信頼関係が築かれている大人（特に親、親族）と一緒に落ち着く環境にいること 1

大好きな家族がいる家庭　大好きな友達や保育士がいる園 1

暖かい家庭 1

暖かい家庭だと思います。 1

夫婦が互いに信頼しあって、幸せが実感できている家庭の中 1



保育園。栄養バランスのとれた食事のとり、安全に遊べる。 1

母親や父親と過ごす家庭 1

本来は家庭であるべきだと思いますが、現状として親より他の大人（保育士など）との関わりを求める子もいる 1

幼稚園 1

理想は家庭だと思います。家庭での環境が悪いなら信頼のできる人のいる福祉施設 1

両親、家庭 1

両親のいる家 1

両親のいる家庭 1

問９　子どもとの関係で特に大切だと思うことはなんですか。

意見数

信頼関係 12

会話、スキンシップ 2

信頼 2

「愛されている」と感じることと「食」だと思います。 1

「子どもだから」という考えで安易な説明をしたりするのではなく、納得できるように向き合い、話すこと。 1

１日１回でも必ず他の人と笑って過ごすこと 1

いのちの教育 1

お友達と接することがたのしいなと思ってくれること。保育園や学校に楽しく通ってくれるように良い環境を作って（家
庭とも連携して）子ども達と日々過ごすこと。 1

コミュニケーション 1

コミュニケーション、スキンシップ 1

スキンシップ 1

スキンシップ、笑顔で接すること。 1

スキンシップをとること。子どもの話を聞くこと。 1

その子のことを知る。 1

たくさん関わり、愛情を注ぐ 1

たくさん声をかけ、おおいに関わり、信頼感をもつ 1

ともに生きる心（協働） 1

愛情 1

愛情表現をお互いに伝え合える信頼できる関係 1

愛着、信頼 1

安心して関わることができる信頼関係 1

安心感、スキンシップ 1

安心感、居心地の良さ 1

一緒にいるだけで安心できるという関係 1

一人の人間として尊重して接している。 1

気持ちを受け止めること 1

気持ちを聞いてあげたり、受け入れてあげる 1

共感し合えること（一緒に何かをして楽しんだり、笑ったり、気持ちを共有できること） 1

共感をすること、認めること、抱くこと 1

個々に合わせ、その子に合った接し方をすること。どんな子にも差別なく接すること。 1

互いの信頼関係 1

子どもの気持ちを共感してあげられるかどうか。 1

子どもの存在が尊重されているといことをできるだけ理解してもらえるように対応すること。 1



子どもの目線で考えたり見たりすること。コミュニケーションを沢山とること。共感すること。 1
子どもの話をよく聞き、意見を尊重すること。スキンシップをはかる。信頼関係を築く努力をすることが大切だと思い
ます。 1

子どもの話をよく聞き、一緒に楽しく遊ぶ。注意すべきときは注意し、誉めるときはたくさん誉める。 1

自身が愛されているという実感 1

信じること、愛すること 1

信頼、安心感 1

信頼してあげたり、よく話をする。 1

信頼感、良い大人に対するあこがれ 1

信頼関係（お互いに大好きな存在と思うこと） 1

信頼関係（この人は何かあったときにきちんと守ってくれるというような思い）、子どもを大切に思う気持ち、愛情が大
切だと思う。 1

信頼関係、コミュニケーション 1

信頼関係、愛着関係、および大人が子どもを大切に思う心 1

信頼関係、子どもの話をよく聞くこと。子どもの気持ちを考えたり、気持ちを読むこと。 1

信頼関係が何より大事。お互いに信じ合っていけるよう努力している。 1

信頼関係や愛着関係を基にした安心できる存在に大人がなること。 1
信頼関係を築くこと、大人が子どもに対して一人の人間と認め尊重した上で、心身共に健やかな成長ができるよう
導くこと 1

信頼関係を築くこと。子どもをありのまま受け止め、子どもの目線になって物事を考えたりすること。 1

親への愛情 1

親子のきずな 1

親子の関係を大切にする。子どもに対して親としての自覚をもち行動する。 1

親子の絆 1

親子関係 1

親子関係、友達関係、祖母や祖父など家庭愛など、道徳心が培われていないように感じられる。 1

大人との信頼関係、大人がたくさんの愛情を注ぎ子どもにしっかり気持ちを向けているということ。 1

長所、短所のすべてを受け入れて認めること 1

年上の人（祖父母、父母、上級生）への敬う心が小さい子へのいたわりの心をしっかり育てる。大人と子どもの平等がはきちがえ
られている部分が最近多く、自分本位の子が増加し以前よりもちょっとしたことで我慢できない様子が見られる。 1

話を聞いてあげる。共感してあげる。尊重する。時間をもつ。などゆったりと一緒にいてあげること。 1



問10　子どもが悩み事を相談したり、話を聞いてもらう人がいると思いますか。

人数 人数 割合%

①いる 67 83.8

②いない 5 6.3

未記入 8 10.0

全体 80 100.0

問10－1　10でいると答えた方にお聞きします。それは誰だと思いますか。　　（複数回答）

人数 人数 割合%

①家族・親戚 60 89.6

②知人・友人 11 16.4

③子どもの先生 27 40.3

④その他 3 4.5

全体 67

④その他　記述内容

1

1

1

問11　あなたが、子どものことで悩んだ時はどうしていますか。　　（複数回答）

人数 人数 割合%

①上司に相談 47 58.8

②同僚に相談 55 68.8

③誰にも相談しない 3 3.8

④その他 17 21.3

全体 122

④その他　記述内容

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

親に相談する

母親に相談

職場以外の同業者

信頼できる人

信頼を得られる人

親

家族会議

姉妹

自分の親

周囲

家族

家族、専門書で調べる

家族に相談

その子によって違うと思う

子ども相談

祖父母

②いない, 5

未記入, 8

①いる, 67

②同僚に
相談, 55

③誰にも相
談しない, 3

④その他,
17

①上司に
相談, 47

②知人・友
人, 11

③子どもの
先生, 27

④その他,
3

①家族・親
戚, 60



問12　安心して子育てができる支援はなんだと思いますか。

話を聞いてあげ、母親の気持ちを受け入れる。共感する。

話をする場を設ける（集団で）

迷ったとき判断に困ったときに専門的経験のある人にアドバイスをしてもらい、問題が解消される機関がすぐにわかる環境

本人同士が協力して子どものことを思い、環境を変えていけるような世間。

母親の身近に気軽に相談できる人がいること。職場に子どもを預けるところがあったり、優遇してくれること。

母親が気軽に相談したり、おしゃべりができる環境作り

母の成長、教育

保護者も子どももつらいことや悩んでいるときに話すことにできる所や、気分転換できる場所や支援があったらいいとおもう。

保育園等

保育園、子育て支援などで相談を聞いたり、アドバイスすること。

発達障害だけではなく、遅滞やボーダーの子が安心して過ごせるような支援

悩みを相談するなど、友達を作れるような場所を作る

悩みの大小にかかわらず話ができること

乳幼児の親が家庭を孤立せず、一緒に子育てを考えてあげられるような環境の整備（場、人）

肉体的精神的な避難場所が複数であること

相談すること

身近に相談できたり一緒に子育てしてくれる人がいること

親子関係を密にできる環境を整える。

親も受け身ではなく、家庭、社会、地域が連携をもって進めていくもの

親への支援

親が望む保育サービスの拡大（保育時間の拡大や一時保育など）をして親に必要な支援をする。ただし、親が保育園に預けっぱなし、放任にならないようにすべき。

親が心をひらいて悩みなど相談できる場所

信頼し合う環境や悩みを相談できる関係があること。

職員と親子との信頼関係

情報提供と地域をあげての活動。行事を行うということではなく、近所の大人がみんなで子ども達を見守っていくということ。

十分な予算

社会構造改革、経済の安定

子育てをしやすい環境の提供

子育てに対する不安や疑問の解消、本当に親身になって預かる

子どもを持つ親への仕事量を減らし、子どもとゆとりをもって接することができるような社会作り

子どもの安全を守る事と、心身発達助長の援助が適切に行われること。

仕事をする親が安心して子どもをあずけることができたり、困ったときに相談できること。

困ったときに相談できる場所があること。ストレス発散できる場所や相手がいること。

今は子どもより親の支援のほうがよいのでは

個々の悩みを相談し、受け入れてもらえる場所が身近にあること。

経済的支援、周囲から理解され助けられる環境の設置

気軽におしゃべりのできる場所の提供

環境整備、笑顔の保育

何かあった時（例えば子どもが病気の時など）すぐに休めるなどの対応を快くしてくれる職場環境

育児相談や親子での交流の場などの提供

育児書ではなく、育児のアドバイスや悩みを共感し合える人や場

安心できる場、または人

サークルや子育て支援など悩みをわかり合える人たちと一緒に話をする場を作ること

カウンセリング、親子で訪問できる場（実習、相談）。家庭訪問（様々な福祉関係者が乳児など外出の難しい家庭に出向き育児について援助）



問13　子どもが嫌な思いやつらい思いをするようなことを言ったり、行ったことがありますか。

人数 人数 割合%

①ある 28 35.0

②ない 39 48.8

未記入 13 16.3

全体 80 100.0

問13－1　13であると答えた方にお聞きします。それはどんなことですか。

言ったこと

行ったこと

こちらでは当たり前と思っているスキンシップ（顔やほっぺをなでる等）が子どものによっては不快感や緊張を与えることがあった。

家での様子を親に聞いたり、本児に嫌な理由を聞いたりどう対処すればいいか本児へアドバイス

言葉の意味がよく理解できず、ちぐはぐな応答をしたこと。

子どもにとって苦手な事をするとき、思った以上につらく嫌だなと思っている事もあるかもしれない。

友人同士でのけんか。自分の気持ちを考える。

友達とのトラブル

友達との言い争いなど

お話を聞けるようになるまで遊ばない。

相手の気持ちを考えて生きることの大切さ

怒ってしまたとき、子どもが納得できるまでの間はつらい思いをしていると思う。

矢継ぎ早に正論を伝え、有無を言わさず従わせたこと。

友人とのトラブル

行動を急がせるような言葉

子どもだからと配慮に欠け、デリカシーのない言葉で子どもに気にさせてしまったことがあった。子どもは理解力もデリカシーもある。

子どもの出来ないところ、短所についてふれて話す。「わからないんだから」のようなこと

子ども同士のトラブル

「もう○○組ではありません。小さいクラスに戻ってください。」と悪いことをしたときに脅迫する。

園で子どもが何かいけないことをしたときに言葉で注意した。

我が子に疲れから感情的な言葉

勘違いをして叱ってしまった。

常識の中での注意など

人間関係

正確な言葉は覚えていないが、その子の能力以上の事を求めてしまい、頑張ってと励ましてしまったこと

早く、急ぐようにしなさい。

子どものやることに手を出しすぎてしまった。子どもなりの考えとぺースで自分の力でやりたがっている子どもの気持ちを考えていな
かった事に反省。今後もっと子どもの力を信じてあげたい。

子供が悪いことをして注意すること

持ち物をもらってしまう。

少し強く手を引いたりした。

相方の話を充分聞き、その場で対応し解決する。

別室に隔離。他児に危害が及ぶため。

本人も含め話しあう

話し合い

②ない, 39

未記入, 13

①ある, 28



問14　子どもがいじめや差別を受けているのを見たり、聞いたりしたことがありますか。

人数 人数 割合%

①ある 25 31.3

②ない 51 63.8

未記入 4 5.0

全体 80 100.0

問14－1　14であると答えた方にお聞きします。それを見たときにどう行動しましたか。（複数回答）

人数 人数 割合%

①相談窓口 6 24.0

②通報 2 8.0

③何もしなかった 0 0.0

④その他 17 68.0

全体 25

④その他　記述内容

いじめや傷つけるような言葉を言うのはいけないことだと伝えた。

その子の親が行動にでたので、話を聞いただけだった。

まず見たときはすぐ本人たちに言って聞かせる。

ちょっとした仲間はずれとなるような言葉をいう子も中にはいるので、見たときや全体に向けて、友達に対してはどうするこ
とがいいのかを常に伝えるようにしている

園内でのことはすぐその場で両者といけないことを伝えている

園内で適切に対応

子ども同士のトラブルだったので、仲裁にはいるとともに双方の親に連絡した。

自分が言われたらどんな気持ちになるかなど、子どもと話し合う

上司に報告

職員で話し合った

職員会議または子ども発達支援センターと連携

職場で話し合い

職場の同僚にはなした

直接本人に注意した

直接悩みを聞いた

保護者や当事者に聞き取り行為

幼稚園での出来事なので相手に嫌な思いをさせた子とじっくり話をした。

①ある, 25
未記入, 4

②ない, 51

②通報, 2③何もしな
かった, 0

④その他,
17

①相談窓
口, 6



問15　子どもが虐待を受けていると感じたことがありますか。

人数 人数 割合%

①ある 27 33.8

②ない 48 60.0

未記入 5 6.3

全体 80 100.0

問15－1　15であると答えた方にお聞きします。それを見たときにどう行動しましたか。（複数回答）

人数 人数 割合%

①相談窓口 15 55.6

②通報 8 29.6

③何もしなかった 0 0.0

④その他 9 33.3

全体 27

④その他　記述内容

育児放棄どんなことが気になるか、具体的にノートにメモして記録していた。

園長、副園長に相談した。また入園前から児童虐待があった報告を受けた場合もあった。

記録をおり、写真を撮っておいた。

上司に報告

職場の人と話をして、注意して見ることにしました。

職場の同僚にはなした

親と話をした

保護者に状況把握の面談を行った

②ない, 48

未記入, 5
①ある, 27

②通報, 8

③何もしな
かった, 0

④その他,
9

①相談窓
口, 15



問16　次のような子どもの権利の中で特に大切だと思うことについて３つまで○をつけてください。

人数 割合%

14 17.5

40 50.0

4 5.0

53 66.3

39 48.8

9 11.3

29 36.3

4 5.0

22 27.5

23 28.8

4 5.0

9 11.3

80

問17　「子どもの権利条例」について子どもに教えたことはありますか。

人数 人数 割合%

①ある 6 7.5

②ない 67 83.8

未記入 7 8.8

全体 80 100.0

⑦人と違う自分らしさが認められること

①人種や言葉、宗教などの違いで差別されないこと

②障がいのある子どもが差別されないこと

③子どもが知りたいことと思うことがかくされないこと

⑫必要な情報を知ることができ、参加する手助けを受けることができること

全体

⑧自分の秘密が守られること

⑨自分のことは自分で決められること

⑩疲れた心や体を休ませる時間・自分の自由になる時間をもつこと

⑪子どもからの自由な呼びかけでグループを作り集まれること

④暴力や言葉で傷つけられないこと

⑤家族がなかよくし、一緒に過ごす時間をもつこと

⑥自分の考えをいつでも自由に言えること

② 40

③ 4

④ 53

⑤ 39

⑥ 9

⑦ 29

⑧ 4

⑨ 22 ⑩ 23

⑪ 4

⑫ 9① 14

①ある, 6未記入, 7

②ない, 67



問18　オンブズパーソン制度についてどのように考えていますか。自由にお書きください。

いつでも気軽に相談したりできる場所などがあると良いと思います。

オンブズパーソン制度をぜひ導入してほしい

このようなことを条約化したり制度化することはとても大切だが、はっきり言ってどれだけ生かされているか疑問に思う。

このような制度があることを子どもたちにもっと広めるべきだと思う。

この制度があることはあまり知られていないと思う。もっとどこに相談をしたらよいのか、わかるようにしたら良いと思う。伝える側もど
こに伝えたら良いのかもわかりやすくしたらいいと思う。

どのような苦情をどのように解決するか、話し合い最善の解決方法を導くものだと思う。

どのようにすればいいのか実際みんな知らないと思います。

もっと具体的に活動内容を示し親の考え方も交えて今の現状を調査してあらゆる専門知識の人たちと協力して解決しその一部を公
開したり、どの程度の内容が擁護されていくのかわかりやすく映画化するなどもっと宣伝していく必要があると思います。

よくわかりません。

意見（苦情など）を聞いて、色々なことを話し合って解決していくことは大切であると思う。オンブズパーソン制度は必要です。

教育的機関において権利を守っていけるように大人側がみんなで話し合い確認していかなければならない。

子どもにとってとても大切なものだと思う。

子どもにとっての不利益は多種多様と思われます。内容的にもひどくデリケートなものを含みますので、迅速に解決と同時にその後
の見守りなどケアの面で追跡していくなど長い視野においての擁護を維持してこそ成り立つと思われます。

子どものため社会全体で取り組む体制作りが必要です。

子どもの達のために（大人の見栄ではなく）しっかりと中立、公正な立場でいてほしいです。

子どもの立場はもちろんだが、大人側の状況等においても十分な理解をし、片寄った考えをしないことが大切だと思う。

周知されていないように思います。

助けを求めている子どもに対して、すばやく解決を目指す制度はとても大切なものだと思う。

制度を知らない人が多いので、今後しっかり周知して利用しやすいものになるとよいと思います。

正直知らない制度だった。虐待や権利の侵害は身近ではないのが実際で喜ばしいが、いざという時活用する場もあるので、保護者、
保育者がいつでも手の届く制度であってほしい。

対処する基準を明確にすること

中立、公正な立場とは？苦情は誰が言うのか？

中立、公正の中に「情」が入らなければ、ただの機械的な制度で終わってしまうと思います。苦情の中身、発端にも目を向けてほしい
と思います。

中立公正な立場ということが必ずしも守られるとは思わないが取り組みは絶対必要だと思う。

適切に機能するものであれば、ぜひ制度を広め、社会に周知させてほしいと思う。

必要な制度だと思う。職場内で気づかなかった事、わからなかったことも明らかになって、互いに良い方向へ進んでいくことができると
思う。その際当たり前だが、子どもや家族のプライバシーも守っていく必要があると思う。

目指しているのはいいけど、本当に出来ているのかどうかは分からない。そこが分かるようにしてくれればいいなと思う。

問題が起きたときに当事者同士では感情が高ぶって適切な判断ができない事が多いと思われるので、秘密を厳守できる第３者がは
いることは有効なことだと思います。

利害関係なく公正な立場での見方が必要な時もあるので、この制度は大きな役割を果たすものであると思います。

良い制度だと思います。



問19　子どもの権利についてどう思いますか。自由にお書きください。

命の大切さをもっと大事にしてほしい

北広島市で「子どもの権利条例」を作ろうとしている事をこのアンケートで知ったのでよかったです。子どもが住みやすい街にするよう
頑張ってほしい。

母の存在が一番である。

犯罪や虐待が多い世の中なので、北広島市でも子どもの権利条約が作られ子ども達を守ることができたらよいと思います。

難しいことはよくわかりませんが、子どもが安心して過ごせる世の中になってほしいです。そのためにも「子どもの権利」がしっかりと
守られることを願います。

大人中心の考えから、少しでも浸透して子どもが中心に考えられる世の中になってほしいと思います。どんどん広めてください。

大人の都合で子ども達が傷ついたりしないためにも、これからも守らなければならない。大切な権利だと思う。

大人が守ってあげなければいけないことが多いので、本当に子どものためになることを考えてあげる必要がある。

大人が子どもをしっかり守る中で、子ども達が自己をのばしていけるように、そして自由に表現できるような権利ができるといいと思
う。

大人がきちんと育たないと子どもの権利は守られません。大人育ての環境、大人が大人でいるためには等の自覚の場が必要です。

多くの人たちに子どもも一人の人間として、大人達と同様、むしろ大人以上に様々なことを感じやすく、力のある者だということを考え
てほしい。自分の子を自分のものとしてでなく、他人と思って子どもの考えを尊重し大切にしてもらいたい。

接していてわかるものもあれば、よく親とコミュニケーションをとらなくてはわからないものもあり、注意しなくてはいけないと思った。一
人の人間として守らなければいけなことだとわかった。

正しい理解をして権利を守っていけるように大人側がみんなで話し合い確認していかなければならない。

親、育児支援に力が入りすぎ徐々に子どもが犠牲になってきているように思う。長い目でみた適正な親子関係を築くための支援をし
ていく必要性を感じます。

少しでも子ども達が毎日のびのび楽しく強く生きていくためにも、子どもの権利はとても大切なことだと改めて実感した。

守られる必要がある福祉の面でも子どもの権利は充実されてきていると思います。

自由は基礎があって初めて成り立つと思います。子どものいいなりにならずに、大人としての役割をしっかり子ども達に果たしていか
なければならないと思います。

子供の保護者または保育士など協力しあい、その子供の権利を確立するようにしたい。

子ども達は小さければ小さいほど、自分で自分を守ることができないので、安心して生活出来るように社会が保障していかなければ
ならないと思います。

子どもも一人の人間であり、思い、気持ちがあるということで大事にするべきだと思う。子どもが安心して話せる人がいると良いです。

子どもは大人の社会の縮図なので、まず大人社会から考え方を見直すべきと考える。

子どもは安全に大人に守られ、育つものなので、いろいろな権利があるということを大人が意識するべきです。

子どもはいつもどこでも安心して暮らしていけるようにする事は大人の義務であり、大人が最大の努力をしていかなくてはならないと
思う。家庭、学校、地域が子どもを見守っていく姿勢を常に貫くことで、子どもたちが大人になった時、次の世代にもつながっていくと
思う。

子どもの身体と心の健康が守られるように制度がしっかり活用できるとよいと思います。また、保育士という立場で出来ることを考え
ていきたいと思います。

子どもの周りにいる大人全員が守られるべき子どもの権利を正しく理解し、大切さをわかっている環境を目指してほしい。

子どもの権利を重視するあまり、子どもに対して甘くなりすぎないようにしていくことが大切。そこらへんの勘違い、はき違いに注意が
必要。

子どもの権利は守られないといけないと思う。でもそれを守ってあげるべき近所の人たちなどの協力がまだできていないと思う。

子どもに権利があるといっても、子ども自身は何も主張できない。拝金主義の世界では子どもは育ちずらいと思う。「大人の権利」「子
どもの権利」と分けることに疑問がある。「大人も子どもも人間である」との認識がなければおかしい。同等の権利を持つ者として尊重
されるべきだと思う。



子どもにも権利というものがなければならないと思う。

子どもが権利主体という考え方は大切だと思う。近年子どもが安心して生活できない事件が多くなり、社会のあり方を含めた子どもの
権利を保障していくべきと考える。

今の子どもは習い事が多くて自由に遊べる時間や人間関係が薄くなって、自分の考えを伝えるといったことが少ないので、子どもが
生き生きとできる環境、気持ちを伝えられる場所があったらよい。

個々の考え方によって価値は変化する。日本人としてどう生きるべきか共通理解を図ること。

権利条例をつくっていくことも大切ですが、つくってその後どう対応していくかということのほうが重要だと思います。

権利はもちろん大切だが、意味をはき違えると大変なことも出てくるのではと思う。

権利が作られても市民に伝わらないと子どもの権利は守られないのでは。市民に伝える方法を考えてほしい。

権利＝思い通りになる　ではないということを親子両者にきちんと説明した上でなら、とても意義のあることと思います。

決定している権利があるのなら、それに基づいて子どもを守っていくべき。

一つの命を持った人間として扱われなければならないと思う。

安心、自由が確立できるような環境を作れるように努力していきたいと思います。

どんな子でも平等に同じ権利を受けられるようにしてほしいと思う。今はそうじゃないと感じるので。

とても大事な事だと思うが、大人が本来の意味を充分に理解して初めて本来求めているものにつながるのだと思います。作るだけで
なく、それをどう広めていくのかも考えていかなければいけないと思います。

これからも子ども達がよりよい環境で生きられるよう、時代の流れとともに常に守られるものであってほしい。守る側（親、保護者等）も
守る術を容易に知る事ができるように様々な場での情報公開、情報交換が行われると良いと思う。

いじめ、自殺の問題に取り組み、安心して生活できるように、命が大切と思えるように、環境をもっとよくなればいいと思う。子どもたち
一人ひとりのことを周囲の人たちがもっと把握していくとよいと思う。

条例が出来るとなると、それまでは個々によってその子に合った対応をしていたことが画一化されてしまうことがあるなら、その点は
注意したい。また子ども（特に幼児）は親の意見、考え方に振り回されることも多いので（外出による疲労感、就寝時間がひどく遅くな
る等）そういった点が改善されるには先立つものが必要と思う。


